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ト」（傍点、筆者）32）と定めている。
　キリスト教学校形成にとって困難な時代と地域
にあって、中澤は十分に時間をかけ、周到な準備
を重ねて、本校の建学の精神を受け継ぎ、高めて
いった。
　５．小結
　北陸女学校における中澤正七の働きについて、
キリスト教性の保持の点から、次のように言うこ
とができる。
　（1）中澤は金沢女学校設立以来の創立者の志
を理解し、それを受け継いだ。校則にキリスト教
教育を明記することが許されなかった先人たちの
思いを学校運営のなかで継承し、35年をかけて
財団法人寄附行為の中に、学校の根本精神を明確
に表現した。
　（2）同時に、宣教の手段としてのミッション・
スクールの段階から、日本に定着し、独立したキ
リスト教学校へと、教育の質を高めるとともに、
経営の上でも多くの生徒を得、キリスト教に触れ
させる結果を生み出した。
　「日本のキリスト教学校の形成　中澤正七の場
　合（1）」への結び
　中澤正七は、教会と学校、信仰と教育を明確に
区別し、各々の役割と、相互の関係を問い直し、
明確にした。伝道の手段としての学校教育から、
キリスト教精神によって人格を高めつつ質の高い
教育を行うキリスト教学校への転換を目指した。
そのために、校地や校舎、施設を確保し、また外
国ミッションボードからの独立を図った。そこで
は、学校のキリスト教性が弱められたのではな
い。北陸女学校の教育が地域で認められ、評価さ
れるとともに、入学者は増加し続けた。多くの生
徒がキリスト教教育によって養われ、聖書に触れ
る。その結果、生徒や教職員、同窓生の中から教
会の礼拝に出席し、受洗に至る者が現れる。こう
して中澤は、北陸女学校での働きをとおして、地
域諸教会の伝道を支えた33）。
　こうした中澤の働きは、21世紀初頭、今日の
キリスト教学校の形成に当たっても、重要な示唆
1899年から1945年までの日本におけるキリスト教学校の形成　中澤正七の場合
－215－
ン宣教師社団へ移転させた。これ以前にも実質的に
は同社団が金沢女学校を設立、創立者メリー・ヘッ
セルを初め外国人宣教師が学校を運営してきたが、
設立者や校長は日本人とすることが求められてきた。
これが変更され、北陸女学校は実態に即して外国人
宣教師が設立者および校長となり、文字通りミッシ
ョン・スクールとなった。
5） 1961（昭和36）年、柿木畠校地に建てられ、後、飛
梅校地に移った胸像の碑文には、「（明治）3年1月3日、
高知県土佐に生る」とある。一方『百年史』は「旧
暦1月7日、高知県に生まれた」（p.205）としている。
中澤の長男・耕一郎は「明治三年正月七日生まれな
ので、その正と七をとって、名前にされました」（北
陸学院同窓会『おもかげ　校長　中沢正七先生』
p.4、1961年）と書いている。また、三菱会社の技師
であった父・喜久造、母・尾花の三男として、高知
県長岡郡高須村149番地で生まれたとも伝えている。
6） 『八十年史』p.50は「金沢教会の名簿記載が不備で、
どこで誰から受洗したか明白でない」と記している。
7） 中澤が赴任した教会と教師職について、『八十年史』
p.50および『百年史』p.205は「麹町教会の主任」と
している。飛梅校地の胸像の碑文には「東京麹町教
会主任」とある。しかし当時の日本基督教会には「麹
町教会」は存在しない。おそらく日本基督教会一番
町教会のことと思われる。この教会は1887（明治
20）年3月、植村正久により日本基督一致教会番町
教会として千代田区三番町5で始められた。同年末、
麹町区一番町48に移転、会堂を建設して一番町教会
となり、1890（明治23）年には日本基督教会一番町
教会となった。1906（明治39）年に富士見町6-3に
移転、日本基督教会富士見町教会となる。1941（昭
和16）年の日本基督教団の結成以後、現在まで日本
基督教団富士見町教会となっている。中澤が伝道者
を務めた1896（明治29）年から1899（明治32）年
当時は日本基督教会一番町教会であったが、麹町に
あったため、麹町教会と呼ばれたらしい。しかしこ
の教会は創立当初から植村正久が牧師として長く牧
会していた。中澤が同教会の「主任」とされる意味
は不明である。中澤の長男・耕一郎は、「明治学院卒
業後、植村先生の下で、副牧師として、伝道に従事」
（前出、『おもかげ』p.7）したと書いている。「副牧師」
とあるが、日本基督教会の教師規定に従えば、教師
補と思われる。教師補は、神学校を卒業し、教師・
トヲ証明スルコトヲ要セス前項ノ認可ハ当該学校在
職間有効ノモノトス
　　第八条　私立学校ニ於テハ公立学校ニ代用スル私立
小学校ヲ除ク外学齢児童ニシテ未タ就学ノ義務ヲ了
ラサル者ヲ入学セシムルコトヲ得ス但シ小学校令第
ニ十一条及第二十二条ニ依リ市町村長ノ許可ヲ受ケ
タル児童ヲ入学セシムルハ此ノ限ニ在ラス」
2） 「一般ノ教育ヲシテ宗教ノ外ニ特立セシムルハ学政上
最モ必要トス、依テ官立公立学校及学科課程ニ関シ
法令ノ規程アル学校ニ於テハ課程外タリトモ宗教上
ノ教育ヲ施シ又ハ宗教上ノ儀式ヲ行フコトヲ許サザ
ルヘシ」
3） 北陸女学校の前身、金沢女学校に対してはすでに
1896（明治29）年12月25日付で石川県知事より、聖
書を教科書として使用することを禁じる通達が出さ
れていた。しかしこれはまだ、学校教科書の規制に
留まっていた。実際には、副読本ないし参考書とし
て聖書を授業で用いることは可能だった（『百年史』
p.63）。しかし1899（明治32）年8月3日の文部省訓
令第12号は、学校内で聖書を用いることを全面的に
封じた。
4） 金沢女学校から北陸女学校への名称変更について、
1900（明治33）年3月24日に提出された校名改称届
書には、「都合ニ依り」とあるにすぎない。
　　　『北陸学院八十年史』p.39以下（以下、『八十年史』）
は次の諸点を挙げている。①20世紀に入るに当たり、
各ミッションが、経営する学校の整理統合を図った。
②前年、廃校となった兄弟校である北陸学校（旧・
愛真学校、北陸英和学校）の名前を受け継いだ。③
文部省訓令第12号が発布され、公認学校として宗教
教育を行なうことができなくなった。
　　　『北陸学院百年史』p.135以下（以下、『百年史』）は、
さらに以下を付け加える。④本校生徒が北陸一円か
ら集まっており、「北陸」の名を冠することがふさわ
しい。⑤各種学校でありながら高等普通教育を施す
女学校であるとの自負を込めつつ、名称変更を機に、
生徒数の増加を図った。
　　　実際には前年3月に金沢市高等女学校が開校し、各
種学校となることを決意した金沢女学校が校名を改
称することで混乱を避け、また北陸女学校がキリス
ト教教育を続ける承認を得ようしたと思われる。
　　　一方、条約改正を受け、1902（明治35）年10月、
金沢女学校不動産の所有権を在日本プレスビテリア
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ダコ」、また「おとと」と綽名された温和で謙虚な人
柄で、生徒を愛し、教職員を支えた。問題を起こし
た生徒に対しても温かく接し、辛抱強く諭し続けた
（表３「学校日誌」1943.1.1 ～ 12.27および同・
1944.1.1 ～ 11.10、前出『おもかげ』p.13）。同窓生
にも愛情を注ぎ、内外各地の同窓会に出席した。出
張の際にはその地の同窓生と会っている。関東大震
災で死亡した長谷川豊子母子の葬儀では、慰め深い
弔辞を述べた（「会報」16号p.6-7）。その姿は学校
における牧会者そのものだった。また、東京専門学
校で文学を学んだ経験は、演劇を始めとする学校で
の文化活動の指導に生かされた。シェイクスピアな
ど英国文学にも造詣があり、「犠牲」という女学校
のクリスマス劇の戯曲を書いている（表２）。そし
て３年間の土浦中学校での教員経験により、教育現
場、また学校運営の知識があった。中澤が得た神学、
文学、教育学の素養は、学校形成に大いに役立った
と思われる。北陸女学校は得難い人材に恵まれた。
それゆえ歴代外国人校長は中澤を信頼し、その留任
を強く求めた。
9） 島崎恒五郎は中澤と同郷、土佐出身のキリスト者で
ある。1933（昭和8）年11月20日発行の「会報」24
号p.14によれば、中澤の推薦で、石川県立師範学校
で教鞭をとっていた。当時、日本基督教会金沢教会
の日曜学校副校長を務め、後に長老として教会を支
えた。
10） 「会報」27号p.39
11） ルーサーは1898（明治31）年に英和幼稚園に着任し、
1901（明治34）年から園長に就任していた。
12） 『八十年史』p.97
13） 1921（大正10）年11月30日発行の「会報」14号p.10
以下に歓迎会の報告と、中澤の校長就任挨拶の内容
が掲載されている。
14） 「中沢正七先生」1952（昭和27）年11月9日「北陸新
聞」に掲載
15） 「会報」17号p.2
16） 同p.3
17） 1914（大正3）年8月1日発行の「会報」8号p.16以下。
『八十年史』p.87以下に所収
18） 1926（昭和1）年12月25日発行「会報」14号p.12こ
の挨拶では、盛大な歓迎ぶりに、生徒から「おとと」
と綽名されている自分が今日は婚宴の花婿のように
喜び迎えられていることに驚き、感謝すると語って
牧師となるべく教会で牧会・伝道経験を積みながら
牧師検定試験に備えた。いわば牧師になるための準
備過程にある信徒であって、だからこそ中澤は日本
基督教会金沢教会の長老になることができたと考え
られる。
8） 中澤が伝道者から教育者に転じた理由について、
1937（昭和12）年3月20日発行の北陸女学校同窓会
「会報」（以下、「会報」）27号p.47-48で、自分には音
楽の才能がなく、左耳の鼓膜に不具合もあり、伝道
者に向かなかったと述べている。一方、恩師・植村
正久は、中澤が伝道者として立つことを強く望み、
何度となく北陸女学校辞任を勧めた。
　　　北陸女学校に在職中、植村は少なくとも５回、金
沢を訪れている（梅染信夫氏の調査による）。
　　①1903（明治36）年４月　日本基督教会伝道局長と
して。教会および北陸女学校にて講演。
　　②1904（明治37）年３月　伝道集会講師として
　　③1907（明治40）年１０月　日本基督教会金沢教会
創立２５周年記念会および伝道集会講師として
　　④1913（大正2）年９月　伝道集会講師として
　　⑤1915（大正4）年５月　伝道集会講師として
　　いずれの機会にも、中澤は日本基督教会金沢教会長
老として、また北陸女学校主幹として植村に会って
いる。その度に植村から、牧師に復帰するよう説得
されたようである。
　　　中澤は「会報」27号p.47で次のように記している。
おそらく③の折、植村から「女学校は誰かに任せて上
京せよと勧められ…ルーサー校長に辞任を申出た。…
後また出京の際、先生の御意向により、軽井沢避暑中
のジョンストン校長にも、同様の事を申出たのであっ
たが、その都度種々の事情で許されなかった。私は先
生には再三当地を引揚げるやうな御返事をして置きな
がら本校の居心地好さに遂にまたズルズルになってし
まった。」北陸女学校が中澤主幹の留任を強く望んだ
ため、結局、中澤は辞任を断念する。後には校長とな
り、その死に至るまで務めを続けることになる。中澤
は、本校の居心地の良さのためと語っている。しかし
実際には北陸にキリスト教学校を形成することは重い
務めであった。むしろ中澤の表現には、それを神から
与えられた使命であるとする召命感が表れている。
　　　中澤が神学部を卒業し、教会での伝道牧会を経験
したことは、キリスト教学校としての北陸女学校の
形成に大きな力となった。もともと生徒から「平和
1899年から1945年までの日本におけるキリスト教学校の形成　中澤正七の場合
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32） 『五十年史』p.372
33） 中澤自身、金沢女学校に赴任した1902（明治35）年
の６月に日本基督教会金沢教会の長老となり、以後、
生涯にわたり教会に仕えた。同教会の主日の礼拝で
説教奉仕を何度も行っている。教会への奉仕は同教
会だけではなく、日本基督教会殿町教会や同・高岡
教会、同・小松伝道教会にも、さらには日本メソジ
スト金沢教会や同・野町教会など、地域諸教会にま
で及んだ。その詳細な説教原稿メモが多く残されて
いる（表３参照）。また北陸女学校附属幼稚園、富山
市の同・第一幼稚園、高岡市の同・第二幼稚園の他、
金沢市内の幼稚園でも、母の会で聖書を説いた。中
澤は、恩師・植村正久が望んだように特定の教会の
担任教師となることはなかったが、北陸女学校にあ
って北陸諸教会の伝道を支えた。教会の牧師ではな
く、諸教会の牧師であった。
いる。同時に、こんな不十分な者が校長になったの
だから助けてやろうという職員生徒、同窓生の好意
を感じると述べ、協力を求めた。一同が、中澤を温
かく校長に迎え、祝福したことが伺われる。
19） 1927（昭和2）年12月発行「会報」19号p.1-4
20） 同p.2
21） 1935（昭和10）年12月25日発行「会報」26号p6-8
に所収.
22） この式辞で中澤はさらに「幸い本校は人種を超越し、
異なる言語風習を忘れて相親める内外職員の一致協
力により、幾分にても世界同胞主義の大義を校風の
中に発揚し得ることは、本校関係者の一層反省自覚
して努むべき所と信ずる」（同p.7）と述べた。記念
式典に駆け付けた米国長老教会の外国伝道局代表の
デトワイラーと日本プレスビテリアン・ミッション
代表ハナフォードに向け、信仰による一致と感謝の
意を込めた。国家主義・排外主義が高まる当時、文
部大臣の祝電が披露され、県知事、市長代理が祝辞
を述べ、県教育会長、市会議長、県中学校校長代表、
小学校校長代表が見守るなかで語られたこの式辞は、
北陸女学校の方向性を鮮明に印象付けた。
23） 「会報」17号p.3
24） 『北陸五十年史』（以下、『五十年史』）p.10
25） 『百年史』p.16
26） 『五十年史』p.33
27） 『五十年史』p.333
28） 但し1935（昭和10）年8月に改訂された同窓会規則
第３条は「本会ノ目的ハ会員相互ノ関係ヲ親密ナラ
シメ且ツ母校ノ発展ヲ図ルニアリ」（『五十年史』
p.342）と定めており、「基督教的教育」の文言が変
更されている。これは、いわば本則とも言うべき財
団法人寄附行為にキリスト教教育が明示されること
になったためと考えられる。
29） 『五十年史』p.58　但しここに掲載された（北陸女学
校設立）「当時の学則」とあるものは、実は1900（明
治33）年の北陸女学校設立当時のものではなく、
1905（明治38）年に設置される音楽講習科設置条項
（第４条）を含み、また1906（明治39）年に廃止さ
れた予備科の定めがない。北陸女学校設立後６年間
の改正事項が反映されたものとなっている。『百年
史』p.137-138
30） 1937（昭和12）年3月20発行「会報」27号p.5
31） 『五十年史』p.367
